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Ⅶ

　　  　まちづくりの推進体制「エリアプラットフォーム」についてコラム

Ⅶ　下丸子駅周辺地区のまちづくりの推進に向けて　

当地区のまちづくりの推進に向けて取組むべき事項や推進体制について以下に整理しました。

当地区のまちづくりグランドデザインの策定に向けて
・・当地区のまちづくりコンセプトの実現に向けた、より具体的な取組を検討・整理する「（仮称）

下丸子駅周辺地区グランドデザイン」の策定に向けて、行政と地域の関係者が連携し、検
討を進めます。

まちづくりコンセプトの実現に向けたプロセスデザインと推進体制
・・まちに新たな空間や施設を整備する際には、その空間をどのように活用し、維持・管理し

ていくかを、整備する前から実験等を行いながら検討することが、まちづくりにとっては
必要です。

・・そのため、地区住民や民間事業者等の地域の関係者と行政が一体となって、地区の空間・
機能の整備や活動などまちづくり全般の取組を担う推進体制の構築を目指します。

駅周辺整備の具体化に向けて
・・道路と鉄道（東急多摩川線）の立体交差化の実現に向けて調査・検討を進めます。

あなたのまちに変化を起こすためには、何らかのチャレンジを試みることが一番ですが、
こうしたチャレンジに個人が取組むのは大変なことです。国では、まちぐるみでチャレンジ
するための場「エリアプラットフォーム」の構築及び活動を支援しています。

エリアプラットフォームは、行政をはじめ、まちづくりの担い手であるまちづくり会社・
団体、まちづくりや地域課題の解決に関心がある企業、自治会・町会、商店街・商工会議所、
住民・地権者・就業者などが集まって、まちの将来像を議論して描き、その実現に向けた取
組（＝まちづくり）について協議・調整を行うための場です。

（出典：国土交通省）
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